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はじめに
社会改革的な傾向を持つイギリスの劇作家バーナード・ショーは、1891 年
























































































1879 年 12 月 4 日にミュンヘンで出版された『人形の家』は、その初版八千
部が、一カ月で売切れになり、翌年 1月 4 日には、第二版三千部が、3月には



































































策方針を変えた頃の 1920 年代から 30 年代を中心に行われた。
周知の通り 1910 年に朝鮮は日本の植民地下に入るが、それから 9 年後の












訳され、1925 年 9 月には、玄哲が設立した朝鮮俳優学校で初公演されたが、
実は『人形の家』が韓国で最初に紹介されたのは、演劇界ではなく一般新聞で
ある『毎日申報』であった。1921 年 1 月 25 日から 4 月 2 日まで紙上で連載さ















































実際に、1922 年 6 月に発刊された染白華訳の『ノーラ』に収録されている
キムジョンジン、李光洙、染白華、金一葉の文書をみれば、当時韓国社会にお
ける女性解放問題と『人形の家』の受容が持つ意味合いがみえてくるのであ





















































































































韓国近代演劇運動の創始者ともいわれる玄哲9) は、明治 44 年日本に留学
し、当初は医学を学ぼうと考えていたが、「民族の意力が発達していない国は
演劇が発達しなかった」（盧昌洙訳）という「西洋哲学」の言葉に出会い、演






とされているが、1919 年 3・1 独立運動の直前に韓国に戻り、年来の希望であ


































































































































































































）イ・スンヒ「イプセンの翻訳と性政治学」『女性文学研究 12 号 pp37〜68』
韓国女性文学学会 2004.12
．イプセンと『人形の家』
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）柳眞熙、前掲論文 p18
）金秉喆の調査によれば、シェイクスピアに関する本格的な論評記事が 20
年代に 10 編、30 年代には 20 編で、バーナード・ショーに関する本格的
な論評記事は 20 年代に 8 編、30 年代に 23 編である一方、イプセンに関










し、翌 1920 年帰国した金一葉が、3・1 独立運動の後に創刊した雑誌で、
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